
輔戸癒タ口コガネ麗甲車に車工b て

まへがき

タロコガヰ属 (Lae1mosterna) は従来 Holotrichia
として双扱われて来たが沢田氏に依り L. W .  Saylor 
の Laclmosferna 属が採用された、筆者も之に従っ
て比処では Lachnosterna を採用した。
日本選として現在比の属のものは7 種知られて居る

が甚Tゴ良〈似た種類で今迄の神戸蕗として言F捺された
色の、内に色同定の誤習がある事と思われるし. 叉採
集された本属のもの〉同党の手引にもとJ H : ; 処に神戸農

高 橋喜郎

1Vl 腹部南側の麹翰側縁と会ナる部分が手自身隆起し
縦隆起を形成する。……オオグロヨガヰ

IV2 腹部両側の麹鞠側縁と会する部分が隆起せ子。
日日クロョガFネ

紳戸産クロコガネ麗国銭

1. Lachnosterna castanea ( W A T E R H O U S E )  

' 7 ' " イロヨガキ
ヌド穫は毅翰上に明瞭な縦隆線を認②得ないととl . ，

本属のちのを説明して見る署員・にする。 I頭渡部に鋭い積隆起線があるので何烏の他の色のと区
，本文を主主ずるに善り本属の標本の借用を御願いした| 別出来る穏なのであるが筆者不幸本穫を神戸附近で螺

和国君、本文発表の機を与えられた恩師室井先生に御| 集した事が無い。神戸での今迄の記録を拾って見ると
礼申し上げる。 I 関公一氏‘御影町( 昆姦界， 1.3， p. 252， 1933) 

自本鐙ク司コガネ麗目録

1. L品chnosterna castanea ( W  A TF.R H  0  USE) 
タロイロヨガ「キ

2. L. kiotonensis ( B R E N S K E ) クロコガヰ
3. L. convexopygo (羽O S E R )
4. L. diomphHa(BATES) チヨr ; セ y クロヨガキ
5. 1.. m o r o s a ( W A T E R H O U S E ) オオ♂ロ= ガキ
6. L. picea ( W A T E R H O U S E ) コタロコガネ
7. 1.. niponensis ( L E九月lIS) : : . ツポソグロヨガキ

本属の患のでは本種のみ掲げであるが. 皐なる種名
のみで実の本種であるか2 : . ' うかは、わか b ない。
関公一氏. 大阪・神戸附近の金亀子議

( 昆議界， 1ム p. 309， 1934) 
成長にて越冬する色の〉如く王手春石下にて採集出来

るとある。〈昆滋界， Y.4 4  p. 478， 1937) 

北村主主明氏. 須磨附近金亀子科目録
三月中旬J : l ; ) 四月初めまで、多井畑に" f > ' . : . 普通なりと

ある O

なお筆者の発表した報交( 神戸再度山附近遂の甲1 &
日本産タロコガキ属として月上司 7穆時日られて居| 目払昆滋陀界、 44，5同 p 202，日40. 神戸附近の金

る、英の内 4及び 7 のみ神戸に記録無く他の 5糧ほ神| 亀子議に就いて. 昆姦払] X . 出， p. 22l， 19.11) の本
戸に践する。

紳戸建クロコガネ麗索引

11 体面調濁せする。光沢を有ナ。
11 麹翰上に明瞭な縦密線を認め得す頭渡部に鋭

穫はいづれs後述の寸ルオグロコガヰであるので比処
に訂正して置く。

〈分布) 本州、済洲島、朝鮮 o
2. L: convexopygo ( M O S E R )  

マルオグロ ::l jfキ

い横隆起線あり 0 ・…・クロイロヨガヰ i  体色黒色工り船員色にしア上下商共光沢あり. 胸背
12 麹鈎上に縦陸線を認め. 頭頂部に隆起無し。 1;俣の; 点刻粗大なり o 頭煽幅広〈粗大なる点刻を有ナ o
: B ! I 脚板の前半制服砲し・後半部は刊寸前縁は上反し中央部少しく蛸ナ。鋪峨献をな
ある o …… ""'<Jレオヂ' " "'.ガヰ l す色不明なり o 前頭は強き組ふを有ナ。背胸板は短か

lh 尾節板は中央に於いて円球創刊凸出して居| くして幅広く大形の点刻を散布ナ。後縁角は暮ぼ直角
る。……グロコガキ | をなし側縁に僅今の毛を有ナ。

防体背献に多少光沢を飲き或いは著しく白潟 | 稜状部は締や併にして滑かなり o 基部に近く僅少

ナ o の絢点を存す o
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麹輸は会合線に請書えるもの h 外数個の縦陸線を明か

に認め得る、側方のものは甚1 : : 不明なり。金面に粗大

なる点3却を具ラ。
尾節板は合♀共前半昔s:bt凸形を曇し、後宇都は卒担

である。

s  * 。
OJtJOX'dAII∞・γ

C 写モ
内

dv
向。必み( 採集地〕①

烏原‘ 2合合， 3 -Y ll[-1938 (fig. b)， 1♀， 2 1 -
IV-，-194O. 

長函， 1合， 13-1-1939 (fig. b) 
舞子， 6合会， 2 -"V{-1940 (fig. a)、 4合会， 8 -

11-1940 (fig. 心、 3合会， 8 一司-194θ
(fig. c入 4合会， 2 -1'1-1940 (fig. c)， 
1♀， 2 4 -Y  -1942. 

富岡林. 1合，16-"VI --1939 Cfig. d) 
( 分布〉本州、九州. 支那。
次言akiotonensis 及び dioI!1phalia と外見上甚i::極
似し従来屡有混同されて同定されて居? とと』患われる o

イ也の個体は少々遣って居たが之は別に問題になちぬと
恩あれる。参考主主に筆者所有標本の genitalia を図示
して置く (fig. a， b， c， d)。
3. L. kiotonensis (BRENSKE) Jj ロヨガネ
形慈的には金< . " . jレオグロヨガネに似るので認識は

省暮ナる。本喜重の合♀尾管板の形態が違う為本種の♀
が事青島・木下両氏 (1923) に依り T ルオグロヨガネと
して悶定されていた。マルオ 9 ロ-:z:J!ネとは尾節板及
び合併nitalia Iこ依 P区J:lU出来る o

〈採築地〉
重幸子、 2合， 2 -"VI -1940. 
閉鎖( 淡路〉、 1合， 2 4 -Y  -1942. 
烏原， 1♀，4 - Y - 1 9 4 2 . 1♀.  1 5 -"VI-1942， 

〈分布〉本州. 丸州、開園、隠岐島、台誇、支

郊. 朝鮮。
4. L. morosa ( W A T E R H O U S E ) オオタロヨガネ
黒色背腹共に光沢無く光線に依り灰色の繊毛光沢を

有す。頭楯の前縁は内方に窪み著しく土反す。点刻li
大形にして密集し栴策合ナ。

前頭鄭は卒かにて粗点刻を密に有ナ。

胸背板は短かくして幅広〈点刻は不規則に散在ナ
る。側事長に甚だ僅少の褐色毛を有ナ。

稜状部には僅少の徴細なる点刻を有ナ。
麹鞠の縦陸線は明らかでないが会合線に援する色の

h 外三線を認め得る。尾節板は光沢を有ナ。底面は尾
節のみ光沢あり@
( 採築地)
烏陣， 1合， 1♀， 10-IY-1939. 
舞子， 1♀， X[-1939. 
( 分布〉樺太、本州. 四菌、九州. 演洲島。
5. L.- picea (¥VA T E R H O U S E )  : J タロヨガネ
非常に良〈タロロガヰに似ると云われて居る。体黒

掲. 暗資褐等あり。上下面光沢あり o

頭部の点裁密。後頭部は卒滑。胸背板は前縁及び側
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烏原， 1♀，3 -Y IlI-1938. 1合，21-1V -1940. 1合，
来る。 30-1-1942.
符合genitalia は沢岡氏の記載された色の( 昆怠、 I  ( 分布〉 北海遭. 本州、九千H，朝鮮. 蒙古。
X W， 6， p. 15， f. 1949) と同ーの色のは 1頭のみで (May. 1951.) 

①採集地に掲げてあるものは総て現在筆者所有の標本である。
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